
【
研
修
報
告
】 

神
奈
川
県
社
会
科
部
会
歴
史
分
科
会
・
大
阪
大 

学
歴
史
教
育
研
究
会
に
よ
る
高
大
連
携
の
試
み 

「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
世
界
を
ど
う
教
え 

る
か
」
実
施
報
告 
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一
、
は
じ
め
に 

 

 

近
年
盛
ん
と
な
っ
た
「
高
大
連
携
」
は
、
教
科
・
科
目
の
内
容
に
つ
い
て
の

共
同
研
究
・
研
鑽
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
昨
年
度
ま
で
四
年
間
実
施
さ

れ
た
大
阪
大
学
文
学
部
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
企
画
「
全
国
高
等
学
校
歴
史
教
育
研
究
会
」

も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
高
校
の
歴
史
教
員
を
対
象
に
、
大
学
で
の
最

新
の
研
究
成
果
を
高
校
現
場
に
ど
う
生
か
す
か
を
テ
ー
マ
と
す
る
公
開
講
座
で

あ
っ
た
。
こ
の
講
座
に
は
第
一
回
目
か
ら
世
界
史
研
究
推
進
委
員
を
中
心
に
神

奈
川
の
教
員
も
多
数
参
加
し
、
後
に
は
企
画
の
一
部
に
も
加
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
残
念
な
が
ら
昨
年
度
で
Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
し
て
の
講
座
は
終
了
し
た
。
大
変
刺

激
を
受
け
た
こ
の
よ
う
な
高
大
連
携
の
事
業
を
何
と
か
継
続
で
き
な
い
か
と
の

思
い
か
ら
、
今
回
は
神
奈
川
の
場
に
大
阪
大
学
歴
史
教
育
研
究
会
か
ら
出
向
い

て
も
ら
い
、
他
県
の
高
校
に
も
呼
び
か
け
る
企
画
を
歴
史
分
科
会
と
し
て
立
て

た
。
こ
う
し
て
、
八
月
一
日
・
二
日
の
二
日
間
、
栄
光
学
園
を
会
場
に
し
て

「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
を
ど
う
教
え
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
講

座
を
開
く
こ
と
が
出
来
た
。 

形
式
は
、
ま
ず
高
校
生
に
高
校
・
大
学
の
教
員
が
模
擬
授
業
を
し
、
そ
の
後

授
業
に
つ
い
て
と
、
歴
史
教
育
に
つ
い
て
の
討
論
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。

受
講
し
た
生
徒
は
、
外
短
附
属
を
中
心
に
栄
光
、
柏
陽
、
上
郷
、
港
南
台
、
大

船
、
氷
取
沢
な
ど
約
五
〇
名
で
、
ま
た
教
員
は
、
県
内
・
近
隣
都
県
の
ほ
か
関

西
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
こ
れ
も
約
五
〇
名
を
数
え
た
。 

 

ま
ず
一
日
目
の
午
前
中
は
、「
海
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
世
界
」
を
共
通
テ
ー
マ

と
す
る
模
擬
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
最
初
は
外
短
附
属
高
校
の
石
橋
功
先
生

が
、「
海
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
世
界
を
学
ぶ
た
め
に
」
と
題
し
て
、
東
ア
ジ
ア
・

東
南
ア
ジ
ア
の
地
図
と
、
こ
の
地
で
産
出
す
る
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の「
世

界
商
品
」
の
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。
毛
皮
、
人
参
、
金
・
銀
、
絹
織
物
、
陶
磁

器
、
沈
香
、
ナ
ツ
メ
グ
、
ク
ロ
ー
ブ
、
シ
ナ
モ
ン
、
胡
椒
、
白
檀
、
綿
織
物
な

ど
は
ど
こ
で
生
産
さ
れ
た
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
産
物
に
憧
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
が
、
ど
う
ア
ジ
ア
に
か
か
わ
っ
た
の
か
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
の
覇
権
交
代
と
か
ら
め
て
、「
モ
ノ
」
を
中
心
に
す
え
た
授
業
で
あ

っ
た
。 

 

続
い
て
大
阪
大
学
の
桃
木
至
朗
先
生
が
、「
海
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
世
界
の
歴

史
」
と
題
し
て
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
海
域
世
界
の
貿
易
や
交
流
・
抗
争

の
歴
史
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
各
国
の
歴
史
に
与
え
た
影
響
な
ど
を
時
代
ご
と
に

整
理
し
て
話
さ
れ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
漢
か
ら
西
晋
頃
ま
で
の
東
ア
ジ
ア

海
域
世
界
の
貿
易
・
交
流
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
提
示
し
た
。 

①
紀
元
前
後
か
ら
モ
ン
ス
ー
ン
を
利
用
し
た
帆
船
航
海
の
技
術
が
発
達
し
、
大

秦
国
王
安
敦
の
使
者
と
名
乗
る
者
が
海
路
で
後
漢
を
訪
れ
た
よ
う
に
ユ
ー
ラ

シ
ア
の
東
西
を
結
ぶ
「
海
の
道
」
が
成
立
し
た
。 

②
そ
こ
で
東
南
ア
ジ
ア
で
は
海
上
交
易
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
港
市
国
家
が
成
立
し
、

そ
れ
ら
の
盟
主
と
し
て
扶
南
や
林
邑
な
ど
が
栄
え
た
。 

③
前
漢
が
南
越
を
滅
ぼ
し
て
中
部
ベ
ト
ナ
ム
ま
で
進
出
し
た
よ
う
に
、
中
国
王

朝
も
そ
れ
以
前
か
ら
海
上
貿
易
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
華
南
の
広
州
な
ど



の
港
市
が
発
達
し
た
。 

④
一
方
後
漢
か
ら
三
国
時
代
に
か
け
て
朝
鮮
半
島
・
日
本
列
島
の
海
上
交
流
も

活
発
化
し
、
「
倭
人
」
や
「
倭
国
」
が
中
国
と
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。 

⑤
中
国
王
朝
は
外
国
の
使
者
を
朝
貢
使
節
と
し
て
扱
い
、
朝
貢
国
の
支
配
者
に

称
号
を
与
え
る(
冊
封)

な
ど
華
夷
思
想
に
基
づ
く
外
交
を
お
こ
な
っ
た
が
、

こ
の
外
交
関
係
は
中
国
の
権
威
を
利
用
し
た
り
、
朝
貢
を
通
じ
た
貿
易(

朝
貢

貿
易)

を
お
こ
な
う
な
ど
周
辺
諸
国
の
側
に
有
利
な
面
も
あ
っ
た
。 

以
上
の
よ
う
な
ま
と
め
を
、
そ
の
後
の
時
代
に
つ
い
て
も
明
・
清
時
代
を
中

心
に
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
参
入
以
降
、
特
に
十
七
世
紀
後
半

か
ら
十
九
世
紀
初
頭
の
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
の
動
向
を
「
進
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

遅
れ
た
ア
ジ
ア
」
と
い
う
偏
見
に
と
ら
わ
れ
ず
に
整
理
し
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
と
力
説
さ
れ
た
。 

ま
た
日
本
史
と
の
関
連
で
、
日
本
や
琉
球
と
の
貿
易
と
交
流
に
つ
い
て
、
大

阪
大
学
の
岡
本
弘
道
先
生
の
補
足
を
含
め
て
詳
し
く
話
さ
れ
た
。 

更
に
東
南
ア
ジ
ア
史
の
第
一
人
者
で
あ
る
桃
木
先
生
は
、
受
講
生
に
対
し
て
、

セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
東
大
の
二
次
試
験
ま
で
、
東
南
ア
ジ
ア
史
は
ど
こ
ま
で
理

解
し
て
お
け
ば
よ
い
か
も
提
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
度
の
受
験
問
題
の
出
題

文
と
模
範
解
答
の
誤
り
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
Ｔ
大
学

の
問
題
を
挙
げ
る
。 

「
東
南
ア
ジ
ア
は
そ
の
地
理
的
条
件
か
ら
東
西
文
明
の
結
節
点
で
あ
り
、
古

く
か
ら
（
イ
）
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
、
仏
教
文
化
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
地
域
の
商
業
活
動
を
主
に
担
っ
て
い
た
の
は
、
（
１
）
人
商
人
、
ま
た
東

か
ら
や
っ
て
き
た
（
２
）
商
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
十
三
世
紀
に
は
イ
ス
ラ
ム
教

が
受
容
さ
れ
、
（
３
）
商
人
も
加
わ
っ
た
。
こ
れ
に
参
入
し
て
き
た
の
が
西
欧

各
国
で
あ
る
。
〈
略
〉 

〈
マ
レ
ー
半
島
で
〉
こ
の
（
４
）
の
採
取
に
は
労
働

力
が
大
量
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
当
時
こ
の
地
域
の
宗
主
国
は
自

ら
の
他
地
域
の
植
民
地
で
あ
る
（
１
）
か
ら
多
数
の
移
民
を
こ
れ
に
投
入
し
た

〈
略
〉 

 

問
２
（
イ
）
こ
う
し
た
文
化
の
遺
跡
に
は
、
長
い
間
現
地
の
住
民
の
目
に
触

れ
ず
埋
も
れ
て
い
た
が
、
近
年
発
掘
さ
れ
た
高
層
建
築
遺
跡
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
遺
跡
名
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
を
地
図
上
の
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
」 

こ
の
問
題
に
対
し
て
の
指
摘
は
次
の
と
お
り
。 

「
全
体
に
不
正
確
な
出
題
。 

・
東
南
ア
ジ
ア
の
商
業
活
動
が
外
来
商
人
だ
け
に
担
わ
れ
た
と
い
う
の
は
、
多

く
の
教
科
書
に
そ
う
書
い
て
あ
る
と
は
い
え
、
「
植
民
地
史
観
」
。
東
南
ア
ジ

ア
各
国
の
政
府
が
中
韓
両
国
の
よ
う
に
う
る
さ
く
文
句
を
言
わ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
な
め
て
は
い
け
な
い
。 

・
ま
た
（
２
）
の
中
国
人
が
「
東
か
ら
」
来
た
と
い
う
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

視
点
か
？
（
３
）
に
つ
い
て
、
南
ア
ジ
ア
へ
の
海
域
へ
の
ム
ス
リ
ム
商
人
の

進
出
は
唐
代
に
遡
り
、
東
南
ア
ジ
ア
現
地
側
の
イ
ス
ラ
ー
ム
受
容
よ
り
ず
っ

と
早
い
こ
と
は
教
科
書
に
も
書
い
て
あ
る
常
識
。 

・
十
九
～
二
十
世
紀
の
東
南
ア
ジ
ア
に
投
入
さ
れ
た
イ
ン
ド
人
、
中
国
人
の
労

働
力
を
「
移
民
」
と
理
解
す
る
の
は
不
正
確
。
移
民
も
い
る
が
、
数
年
間
の

有
期
契
約
で
渡
航
す
る
「
出
稼
ぎ
労
働
力
」
の
方
が
多
数
だ
っ
た
（
そ
の
中

で
期
限
終
了
後
に
現
地
に
定
着
す
る
者
も
い
た
が
）
。
特
に
ゴ
ム
園
の
イ
ン
ド

人
労
働
者
は
出
稼
ぎ
型
の
典
型
。 

・
問
２
の
ア
ン
コ
ー
ル
＝
ワ
ッ
ト
や
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
は
「
高
層
建
築
」
だ
ろ

う
か
？
ま
た
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
の
「
発
見
」
は
一
八
一
四
年
、
ア
ン
コ
ー

ル
＝
ワ
ッ
ト
は
一
八
六
〇
年
代
と
さ
れ
る
が
、
地
元
民
は
一
度
も
忘
れ
て
い

な
い
し
、
大
航
海
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
記
録
に
も
出
て
く
る
。
い
ず
れ



に
し
て
も
「
近
年
発
掘
さ
れ
た
」
は
ど
う
い
う
年
代
感
覚
か
。
な
お
こ
れ
ら

は
密
林
に
埋
も
れ
て
い
た
が
地
面
に
埋
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

「
発
掘
」
も
問
題
」
な
ど
。 

 

二
日
目
は
、
午
前
中
に
「
陸
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
世
界
」
を
共
通
の
テ
ー
マ

と
す
る
二
つ
の
模
擬
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
最
初
に
神
戸
市
外
国
語
大
学
の

佐
藤
貴
保
先
生
が
、「
中
国
と
遊
牧
・
狩
猟
民
‐
隋
唐
世
界
帝
国
か
ら
征
服
王
朝

の
出
現
ま
で
‐
」
と
題
し
て
話
さ
れ
た
。
ま
ず
入
試
問
題
の
「
東
ア
ジ
ア
の
農

耕
民
と
遊
牧
騎
馬
民
族
の
対
立
の
象
徴
で
あ
っ
た
万
里
の
長
城
の
歴
史
と
、
そ

れ
が
無
用
の
長
物
で
あ
っ
た
時
代
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
よ
」
を
取
り
上

げ
、「
中
国
史
＝
中
国
内
地
の
農
耕
民
史
」
の
理
解
で
は
解
け
な
い
問
題
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
中
国
を
含
め
た
中
央
ユ
ー
ラ

シ
ア
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
風
土
の
特
色
と
そ
れ
に
合
わ
せ
た
生
活
文
化
を

持
つ
人
々
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
ご
自
身
が
撮
っ
て
こ
ら
れ
た
写

真
を
交
え
て
説
明
さ
れ
た
。 

長
城
以
北
の
主
に
乾
燥
冬
寒
地
帯
と
華
南
の
湿
潤
温
暖
地
帯
は
明
ら
か
に
生

活
と
生
産
が
違
う
が
、
長
城
と
淮
河
の
間
の
華
北
は
農
業
も
牧
畜
も
出
来
る
地

域
で
、
い
わ
ば
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
似
通
っ
た
風
土
で
あ
る
。
だ
か
ら
農
耕
民
、

遊
牧
・
牧
畜
民
が
混
在
し
て
い
た
。
つ
ま
り
長
城
は
必
ず
し
も
風
土
の
境
に
作

ら
れ
た
の
で
は
な
く
政
治
的
な
建
造
物
な
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て

農
耕
民
と
遊
牧
民
の
交
流
と
対
立
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア

か
ら
中
国
の
内
部
に
入
っ
て
い
き
王
朝
を
作
っ
た
五
胡
や
北
朝
、
そ
の
流
れ
を

汲
む
隋
・
唐
帝
国
の
特
色
が
説
明
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
長
城
以
南
に
拠
点
を
移

し
た
が
、
そ
の
後
出
現
し
た
遼
・
金
・
西
夏
は
本
拠
地
を
移
さ
ず
、
長
城
以
南

の
農
耕
民
に
対
し
て
は
征
服
王
朝
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
側
の

勢
力
が
中
国
本
土
を
支
配
す
る
と
き
、
被
征
服
者
に
征
服
者
の
言
語
・
文
化
や

制
度
を
一
方
的
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
征
服
し
た
土
地
の
従
来

の
や
り
方
を
継
承
・
改
良
し
た
り
、
外
部
か
ら
持
ち
込
ん
で
く
る
こ
と
が
多
く
、

異
文
化
へ
の
寛
容
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
支
配
者
の
品
格
だ
っ
た
と
も
い
え

る
し
、
中
国
と
周
辺
の
文
化
を
咀
嚼
し
つ
つ
独
自
の
言
語
・
文
化
を
創
り
、
発

信
し
た
こ
と
は
、
同
時
代
の
東
ア
ジ
ア
各
地
に
独
自
の
文
化
を
出
現
さ
せ
た
理

由
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
独
自
性
を
日
本
史
用
語

の
「
国
風
」
に
な
ぞ
ら
れ
て
表
現
し
た
。
ま
た
佐
藤
先
生
は
日
本
で
も
数
少
な

い
西
夏
文
字
の
研
究
者
で
、
生
徒
に
自
分
の
名
前
や
日
付
を
西
夏
文
字
で
書
か

せ
る
作
業
も
あ
り
、
生
徒
を
喜
ば
せ
て
い
た
。 

次
に
駒
澤
大
学
の
杉
山
清
彦
先
生
が
「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
見
た
東
ア
ジ

ア
‐
モ
ン
ゴ
ル
世
界
帝
国
か
ら
“
中
国
”
の
創
出
ま
で
‐
」
と
題
し
て
、
モ
ン

ゴ
ル
世
界
帝
国
と
モ
ン
ゴ
ル
継
承
国
家
、
清
帝
国
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
中
央
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
た
そ
が
れ
と
“
中
国
”
の
創
出
、
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。 

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
各
ウ
ル
ス
（
諸
王
領
）
は
、「
異
民
族
に
よ
る
中
国
や
イ
ラ

ン
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
支
配
」
で
は
な
く
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
の
広
域
支
配
の

完
成
型
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
人
第
一
主
義
と
は
、
ハ
ー

ン
を
中
心
と
す
る
功
績
と
恩
顧
の
序
列
の
こ
と
で
、
早
く
従
っ
た
者
、
功
績
の

大
き
い
者
を
上
位
の
序
列
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
。 

モ
ン
ゴ
ル
流
の
統
治
の
仕
方
は
省
エ
ネ
型
で
、
求
め
る
こ
と
は
納
税
と
服
従

の
み
で
、
特
に
問
題
が
な
い
限
り
従
来
の
統
治
機
構
、
人
材
、
慣
習
に
任
せ
、

干
渉
し
な
い
。
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
崩
壊
し
て
も
、
異
民
族
支
配
の
終
焉
、
そ

の
後
の
文
明
復
興
と
い
う
の
で
は
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
色
は
消
え
て
い
き
各
地
域
色

に
代
わ
っ
て
い
く
が
、
明
を
も
含
む
モ
ン
ゴ
ル
国
家
継
承
の
時
代
と
し
て
理
解

で
き
る
。
清
は
「
最
後
の
中
国
王
朝
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
帝

国
」
で
も
あ
っ
た
。 



清
皇
帝
は
、
満
州
人
に
と
っ
て
は
ハ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
は
大
ハ
ー

ン
、
漢
人
に
と
っ
て
は
中
華
皇
帝
、
チ
ベ
ッ
ト
人
に
と
っ
て
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
大
檀
家
、
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
保
護
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
近
代
に
お
い

て
「
中
国
」
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
構
図
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
近
世
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
構
図
も
、
各
地
域
の
「
落
日
の
大
帝
国
」
と
し
て

バ
ラ
バ
ラ
に
見
る
の
で
は
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
継
承
国
家
を
受
け
た
地
域
的
世
界

帝
国
群
と
し
て
捉
え
、
そ
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
が
お
か
れ
た
条
件
と
、
そ
の
後
の

運
命
の
分
岐
点
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。 

そ
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
近
代
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
軍
事
力
の
逆
転
と
漢
人

社
会
の
人
口
爆
発
の
中
で

中
央
ア
ジ
ア
の
「
辺
境
化
」

が
進
ん
だ
こ
と
、
横
の
多

民
族
・
多
言
語
・
多
宗
教

共
存
の
「
帝
国
」
か
ら
、

そ
れ
ら
に
不
寛
容
な
「
国

民
国
家
」
＝
孫
文
の
中
華
民

国
も
中
国
共
産
党
も
建
前

で
は
「
五
族
共
和
」
を
唱

え

て
は

い

る

が
＝
が

登

場
し
た
こ
と
で
あ
る
と
ま

と
め
ら
れ
た
。 

午
後
の
討
論
会
は
二
日

間
と
も
多
く
の
質
問
と
意

見
が
出
て
、
盛
会
に
終
了
し

た
。 

 

 

 

★西夏文字の偏と旁 

（佐藤貴保氏）→ 

★午後の教員研修会 

←（１日目） 
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